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本特別委員会は調査中の事件について、会議規則第４７条第２項の規定により報告し

ます。 

 

１ 調査事件 

   小川原湖の環境保全に関する調査 

２ 調査の経過 

（１）令和４年１１月２８日（委員派遣） 

（２）令和５年１月１０日（第１回特別委員会） 

（３）令和５年１月１０日（懇談会） 

（４）令和５年１月１６日（委員派遣） 

（５）令和５年２月１日、２月６日～２月７日（委員派遣） 

（６）令和５年７月５日（第２回特別委員会） 

３ 調査の概要と結果 

（１）令和４年１１月２８日 

   国土交通省 東北地方整備局 高瀬川河川事務所 ウェットランド完成説明会にて、 

  小川原湖砂土路川河川付近のウェットランド現地視察を行い、ウェットランドの事

業概要と工事概要の説明を受けました。 

 

（２）令和５年１月１０日 

本特別委員会は、役場３階大会議室において、町側から町長、副町長及び担当課

長の出席を求め、要望活動についてを議題とし開催いたしました。 

要望活動の日程については、令和５年１月１６日に青森県県土整備部と青森県環

境生活部へ要望するとの説明がありました。 

   

 

 



（３）令和５年１月１０日（懇談会） 

役場３階大会議室において、町側から町長、副町長及び担当課長の出席を求め、

小川原湖漁業協同組合と、小川原湖の漁業と水環境に係る懇談会を開催しました。 

   小川原湖漁業の現状と取組みについて、小川原湖漁業協同組合から説明があり、

その後意見交換を行いました。 

 

（４）令和５年１月１６日 

青森県県土整備部と青森県環境生活部へ、町側と合同で要望活動を行いました。 

  ○青森県県土整備部  

小川原湖流入河川の環境整備と保全に関する要望書 

   【要望項目】 

 ア 七戸川改修事業の推進 

 イ 七戸川・赤川・土場川・砂土路川の維持管理の徹底 

○青森県環境生活部 

小川原湖流入河川の水環境保全に関する要望書 

【要望項目】 

 ア 小川原湖へ流入する内沼及び姉沼の水質改善のために必要な水質調査の継続 

 イ 小川原湖水環境改善行動指針に基づく各主体の取組み強化と国・県・市町村

等の連携 

 

（５）令和５年２月１日、２月６日～２月７日 

高瀬川（小川原湖）の保全と整備に関する要望書について、町側と合同で、２月

１日高瀬川河川事務所へ、２月６日～２月７日東北地方整備局・国土交通省及び青

森県選出国会議員に対して要望活動を行いました。 

 

   【要望項目】 

 高瀬川総合水系環境整備事業の促進について 

  （水質改善対策の推進） 

 

（６）令和５年７月５日 

本特別委員会は、役場議員控室において、町側から町長、副町長及び担当課長の

出席を求め、小川原湖における漁獲量・漁獲高等の現状について、合併処理浄化槽

（小川原湖周辺集落）設置状況について、高瀬川水系での国・県の取り組みについ

て、令和５年度要望活動等についてを議題とし開催いたしました。 

調査の方法は、町側から説明を求め、その後質疑を行いました。  

以下、調査の概要と質疑等のありました主なものについて、報告します。 

・小川原湖における漁獲量・漁獲高等の現状について 

   １．小川原湖における漁獲量・漁獲高はともに減少しており、１０年前（Ｈ２５）

と比較すると漁獲量は６２％、漁獲高は５７％減少している。 



   ２．小川原湖における漁獲量・漁獲高を魚種別にみると、いずれも全体の５割を

しじみ貝が占めている。（令和４年実績） 

   ３．しじみ漁は１０年前と比べて平均単価は上がっている一方で漁獲量は大幅に

減少しており、結果として漁獲高は減額している。 

   ４．わかさぎ漁は１０年前と比べて漁獲量は大幅に減少している一方で、平均単

価は２倍以上に高騰しており、結果として漁獲高は増額している。 

   ５．うなぎ漁は近年の漁獲量の大幅増に加えて、単価についてもコロナ等の影響

を受けているものの、回復傾向にあることから、結果として漁獲高は増額して

いる。 

   ６．しらうお漁は平均単価は概ね同水準を維持しているものの、漁獲量は大幅に

減少しており、結果として漁獲高も減額している。 

   ７．組合員数については減少傾向にあり、組合員のうち概ね７割以上が東北町在

住者で占められている。 

【質疑】小川原湖漁協組合員全てが漁をしているというわけではないと思うが、漁に携わっ

ている組合員は何割ぐらいですか。 

【回答】正組合員については年間 60 日以上漁に出ており、それ以下は準組合員になります

が、概ねシジミは 200 人前後、ワカサギ、シラウオは 10 人前後、ウナギについては

20 人前後が実際に漁に出ている人数です。 

・合併処理浄化槽（小川原湖周辺集落）設置状況について 

 １．汚水処理人口普及率   ８３．２％ 

 ２．汚水衛生処理率     ７１．９％ 

 ３．合併処理浄化槽設置整備事業（Ｈ３１～Ｒ４）  

浄化槽設置 １１３基、撤去費・配管費 ４０件 

   ４．合併処理浄化槽（小川原湖周辺集落）設置状況 ２０５基 ４３．５％ 

・高瀬川水系での国・県の取り組みについて 

国（小川原湖）              県（七戸川） 

１．水環境対策工事            １．徳万才揚水機場（新設）建屋 

２．対策効果のモニタリング        ２．大谷地排水樋門工事 

（覆砂工事）令和６年３月までの工期予定  ３．樹木伐採 

 ・桟橋設置  ・覆砂作業 

・令和５年度要望活動等について 

令和５年９月２８日 高瀬川河川事務所 

令和５年１０月２日～１０月５日 

 東北地方整備局・国土交通省及び青森県選出国会議員に対して要望活動 

福井県三方五湖へ視察研修 

   


